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近年、定時制工業高校に入学してくる生徒は多様化しており、様々な入学動機や学習歴を持つ生徒への指導は工夫

が求められている。また工業高校では、ものづくりへの興味・関心を育み、将来の技術者を養成することが重要な課

題である。そこで本研究では、定時制工業高校の情報技術基礎において、アナログとディジタルの違いやＣＤの仕組

みについて理解させるとともに、ものづくりに興味をもたせることを目的とした授業を開発・実践し、その成果を考

察した。その結果、本授業がアナログとディジタルの違いや CDの仕組みについて理解させるとともに、ものづくり
に興味をもたせることに寄与したことが明らかになった。 
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1. 問題の所在 

 

 近年、定時制工業高校に入学してくる生徒は多様化し

ている。例えば、働きながら学ぶ生徒だけでなく、他の

高校を中退した生徒や小学校、中学校において不登校で

あった生徒の入学などである。このことについて文部科

学白書では、定時制高校について「働きながら学ぶ生徒

を支援する従来からの教育に加え、様々な入学動機や学

習歴を持つ生徒に学習の機会を提供する場」と述べ1、

多様な生徒への対応の重要性を示している。

 これらを踏まえ、様々な入学動機や学習歴を持つ生徒

への指導は工夫が求められている。このことについて手

島（2007）は、定時制高校教員へのインタビューを踏ま
え、「少人数のために生徒とのコミュニケーションがと

れ家庭的な雰囲気だった定時制は、崩壊しはじめた。定

時制での教科指導は非常に工夫が必要だ。生徒がわかる

授業をしないと生徒はまったく授業に興味を示さず、授

業にならない。」と現状を述べている2。このことは、定

時制工業高等学校でも同様である。例えば、単に座学で

教科書の内容を教えるだけでなく、生徒に身近な製品と

学習内容のつながりについて教えたり、学習内容を体験

や製作を交えて教えたりなど、教育内容、教育方法に

様々な工夫になってくる。山田ら（2004）は、こうした
教育方法の工夫について、産業構造や生徒の変容に触れ

ながら、「知識・技能に加え、実験・実習を中心とした

問題解決的能力の育成に力を入れることが必要になっ

てきている」と述べ、伝達的に知識・技能を教える教育

方法からの脱却を示している3。

他方、工業高校では、ものづくりへの興味・関心を育

み、将来の技術者を養成することが重要な課題である。

例えば、高等学校学習指導要領では、専門教育に関する

教科として「工業」が設けられており、「工業の各分野

に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させ、現代

社会における工業の意義や役割を理解させるとともに、

環境に配慮しつつ、工業技術の諸問題を主体的、合理的

に解決し、社会の発展を図る創造的な能力と実践的な態

度を育てる」ことが目標とされている。このことについ

て小林（2005）は、日本におけるものづくりの重要さを
述べた上で、「ものづくりを継承するためには、ものづ

くりの技術・技能を持った人材の育成が不可欠であると

いうことで、工業の分野に進む生徒に必要な指導である。

そして、工業系の教員には、当然ながら、このような生

徒の指導ができることが求められている」と述べ4、工

業高校においてものづくりへの興味・関心を高めること

の重要性を示している。

これらを踏まえ、工業高校では、課題研究や実習など

の科目はもちろん、様々な科目の中でも、ものづくりの

楽しさや充実感を生徒に教えていく必要があるであろ

う。つまり定時制工業高校では、多様な学習者に対して、

教育方法に工夫のある授業を行いながら、ものづくりへ

の興味・関心を高めることが重要なのである。

一方、こうした定時制工業高校における授業開発は、

あまり行われていないのが現状である。例えば、工業高

校の教科「工業」の科目のひとつである「情報技術基礎」
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